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市
民
意
向
調
査
、
結
果
発
表

８
月
に
実
施
し
た
市
民
意
向
調
査
の
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
調
査
結
果
は
、安
曇
野
市
総
合
計
画
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

　
合
併
の
効
果
に
対
す
る
評
価
と

期
待
に
つ
い
て
は
、
合
併
後
1
年

弱
で
あ
る
こ
と
が
影
響
し
て
か
、

合
併
効
果
の
達
成
度
を
評
価
す
る

に
至
っ
て
い
な
い
市
民
も
多
く
、

す
べ
て
の
事
項
に
関
す
る
平
均
で
「
分

か
ら
な
い
」
と
の
回
答
が
約
３
割

に
達
し
ま
し
た
。
こ
の
状
況
に
お

い
て
、「
行
政
窓
口
の
増
加
、
住
民

票
発
行
等
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
」
、

「
旧
町
村
の
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
施

設
等
の
有
効
活
用
や
相
互
利
用
」
、

「
町
や
村
か
ら
市
に
な
っ
た
こ
と

に
よ
る
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
」
で
は
、

２
割
か
ら
４
割
程
度
の
達
成
評
価

が
得
ら
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、
今
後
の
期
待
に
つ
い
て
は
、

「
公
共
料
金
な
ど
住
民
負
担
の
軽

減
と
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
」
、
「
行

政
窓
口
の
増
加
、
住
民
票
発
行
等

窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
」
、「
道
路

や
公
共
施
設
の
効
果
的
な
整
備
な
ど
、

広
域
的
視
点
で
の
ま
ち
づ
く
り
の

実
現
」
の
項
目
で
7
割
を
超
え
る

大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

�
各
項
目
の
達
成
度
と
期
待
度
に

つ
い
て
、
ポ
イ
ン
ト
評
価
を
行
っ

　た
と
こ
ろ
、
総
じ
て
達
成
度
は
低
く
、

期
待
度
は
比
較
的
高
い
評
価
で
し
た
。

こ
れ
を
も
と
に
Ｃ
Ｓ
分
析
（
※
）

を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
各
項
目
の
相

互
関
係
に
お
い
て
、
達
成
度
が
低
く
、

期
待
度
が
高
い
と
い
う
重
点
改
善

分
野
に
は
、
「
公
共
料
金
な
ど
住

民
負
担
の
軽
減
と
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
」
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

市政トピックス

 安
曇
野
市
に
対
す
る
愛
着
度

 合
併
の
効
果

調　査　概　要

①調査 対 象

②配 布 方 法
③調 査 期 間
④有効回答数

18歳以上の市民の皆さん3,000人

（住民基本台帳から無作為抽出）

郵送による調査票の配布・回収

平成18年8月11日～8月28日

1,255票（有効回収率41.8％）

　
安
曇
野
市
で
は
、
市
の
目
指
す
べ

き
将
来
像
と
、
そ
の
実
現
に
必
要
な

諸
施
策
の
方
向
性
を
定
め
る
「
安
曇

野
市
総
合
計
画
」
を
平
成
18
年
度
・

19
年
度
の
２
カ
年
で
策
定
し
て
い
ま

す
。

　
そ
こ
で
計
画
の
策
定
に
当
た
り
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
市
民

の
皆
さ
ん
の
意
向
を
広
く
把
握
す
る

こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
視
点
か
ら
市

政
の
課
題
や
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に

必
要
な
施
策
を
洗
い
出
し
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
声
を
反
映
し
た
も
の
と
す

る
た
め
、
平
成
18
年
８
月
に
市
民
意

向
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

�
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
貴
重
な
ご
意

見
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
こ
の
調
査
結
果
を
踏
ま

え
て
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
反

映
し
た
総
合
計
画
に
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
協

力
い
た
だ
い
た
調
査
の
結
果
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
一
部
を
紹

介
し
ま
す
。

 

　
安
曇
野
の
風
景
と
し
て
大
切
に
し

た
い
風
景
は
、
「
北
ア
ル
プ
ス
の
山

岳
風
景
」
が
8
割
を
超
え
、「
水
田
の

風
景
」
が
半
数
を
超
え
る
回
答
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
安
曇
野
の
風
景
の

価
値
と
は
、
「
四
季
の
移
り
変
わ
り

を
感
じ
る
」
が
76
％
、「
気
持
ち
が

安
ら
ぐ
」
が
72
％
と
い
う
結
果
で
し

た
。

�
安
曇
野
の
風
景
を
守
る
た
め
の
規

制
が
必
要
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、

全
体
の
86
％
の
人
が
「
何
ら
か
の
規

制
が
必
要
で
あ
る
」
と
考
え
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

�
安
曇
野
市
へ
の
今
後
の
居
住
意
向

は
、
全
体
の
約
7
割
の
人
が
「
こ
れ

か
ら
も
ず
っ
と
市
内
に
住
み
続
け
た

い
」
と
回
答
。
逆
に
転
出
意
向
の
あ

る
人
の
そ
の
理
由
と
し
て
は
、「
交
通

や
買
い
物
の
不
便
さ
」
や
「
人
間
関

係
の
わ
ず
ら
わ
し
さ
」
、「
老
後
へ
の

不
安
」
が
多
く
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

あなたは、安曇野市に愛着を感じていますか（1つに○）

感じている

（51.4％）

どちらかというと

感じていない

（5.3％）

感じていない

（4.0％） 無回答

（0.8％）

どちらかというと

感じている

（24.2％）

どちらとも

いえない（14.3％）

あなたは、今後も安曇野市に住み続けたいですか （1つに○） 安曇野の風景として、あなたが大切にしたい風景は何ですか （3つまで○）

今後の期待度は

できれば市外に

転出したい

（2.6％）

無回答

（0.3％）

分からない

（6.4％）
市外に転出したい

（0.6％）

これからもずっと市内

に住み続けたい

（72.6％）

当分は住み

続けたい

（17.5％）
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無
回
答

特
に
な
し

そ
の
他

市
街
地
の
街
並
み

果
樹
、
畑

水
路
、
堰

屋
敷
林
の
点
在

農
家
住
宅
の
あ
る
集
落

河
川

道
祖
神

山
ろ
く

ワ
サ
ビ
田
（
畑
）

水
田

北
ア
ル
プ
ス
の
山
岳

0.51.40.62
9.610.811.513.9

17.8
20.9

26.526.7

54.8

84.8

37.1 26.8 6.5 12.7 10.0 6.8

38.6 30.3 6.0 7.6 10.5 7.1

38.8 26.4 7.6 10.0 10.0 7.1

44.3 26.9 6.4 6.99.06.5

41.5 26.0 6.6 8.0 11.5 6.5

50.1 22.1 6.3 6.75.98.9

46.1 21.8 5.1 11.7 9.7 5.7

40.0 26.5 6.5 8.4 11.5 7.2

45.0 22.2 6.1 8.1 12.4 6.2

34.4 31.1 6.5 6.5 9.112.4

39.8 30.8 6.5 9.6 7.1 6.3

財政規模拡大による施設整備
やプロジェクトの実施

広域的視点での
まちづくりの実現

旧町村の文化・スポーツ施設
等有効活用や相互利用

地域資源の連携による
観光・交流活動の活性化

安曇野市としての
一体感の醸成

行政窓口の増加、住民票発行
等窓口サービスの向上

体制の充実など多様で
高度な行政サービスの実現

公共料金など住民負担の
軽減と行政サービスの向上

行政経費の削減や
行財政運営の効率化

地域イメージ向上での
企業誘致、若者の定住促進

町や村から市になったことに
よるイメージアップ

（％）

期
待
し
て
い
る

や
や
期
待
し
て

い
る

や
や
期
待
し
て

い
な
い

期
待
し
て
い
な
い

分
か
ら
な
い

無
回
答

※CS分析とは…
Customer Satisfaction分析の略称で顧客
満足と訳します。民間企業がマーケテ
ィング活動の一環で採用している分析
手法の一つで、本調査では民間企業を
自治体に置き換え、市民を顧客とし、
行政が実施する事業全般を顧客に対す
るサービス活動ととらえ、それに対す
る市民満足度を分析したもの。


